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Hotel Nikko Tsukuba  ocated in the heart of the international city TSUKUBA, Okura 
Frontier Hotel Tsukuba offers a sophisticated yet comfortable atmosphere with breathtaking 
views of Mt.Tsukuba. Enjoy the view of the season from the windows of your room. 
 公式情報によると、このホテルの客室数は 164 室。 Japan. Meetings & Events
 また、宴会場／ホールも充実しており、大きな会議やイベントにも対応可能です。

https://www.japanmeetings.org/plan-your-event/search/venue-detail/1175.html?utm_source=chatgpt.com
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■ 経済状況の概要 

• つくば市は「研究学園都市」として計画的に開発され、科学技術系の研究機関と民
間企業が数多く集まる都市です。 

 
経済状況の概要 

• つくば市の市内総生産は約 5,734 億円で、茨城県内では 8 位の規模を持つ[2]。 
• 不動産価格は近年上昇傾向にあり、住宅地の価格は過去数年で 40%以上上昇してい

るなど、経済的に活発な動きが見られる[1][3]。 
• つくば市は首都圏に近く、インバウンド需要や先端技術企業の進出により商業地価

も上昇傾向にある[3]。 
人口動向 

• つくば市は人口増加傾向にある地域として知られている。都心へのアクセスの良さ
や研究・産業拠点としての魅力が人口増加を支えている[3]。 

主な産業 
• 製造業が強く、特に先端技術関連の産業が発展している[2]。 
• 農業も一定の規模があり、農地の集約化や高付加価値化が進んでいる（例：ネギや

梨の産地振興）[5]。 
• スタートアップやベンチャー企業の創出も活発で、地方自治体として支援策を展開



している[6][7]。 
つくば大学の特徴 

• つくば市には国立の筑波大学があり、理工系を中心に多様な研究分野で国内外に知
られている。 

• 研究成果の産業応用やベンチャー創出に貢献し、地域の先端技術産業の核となって
いる[6]。 

先端技術関連企業の立地状況 
• 半導体メーカーや IT 関連企業など、先端技術分野の企業が多く進出している。 
• つくばエリアは研究機関と企業の連携が強く、技術開発の拠点として注目されてい

る[3][6]。 
企業規模が大きい企業名 10 社 
具体的な企業名の詳細なリストは検索結果にありませんが、つくば市には以下のような大
手・有力企業が存在すると一般的に知られています（代表例）： 

1. 筑波大学関連の研究機関 
2. 半導体関連企業（例：ルネサスエレクトロニクスなどの関連企業） 
3. 大手製造業の研究開発拠点 
4. IT・ソフトウェア企業 
5. バイオテクノロジー関連企業 
6. 農業関連の大規模生産法人 
7. ベンチャー企業多数（スタートアップ支援が活発） 
8. 物流・流通関連企業 
9. 環境技術関連企業 
10. 医療機器関連企業 

（※詳細な企業名は公表情報や市の産業振興資料で確認可能ですが、ここでは一般的な傾
向として記載） 
ホテル事業の現状 

• つくば市は研究・産業拠点としての訪問者が多く、ビジネス需要を中心にホテル需
要がある。 

• 観光地としての知名度は首都圏の大都市ほど高くないため、ホテル数は限定的であ
るが、近年の地価上昇やインバウンド回復により需要は増加傾向にある[3][4]。 

ホテル事業の立地推奨 
• つくば駅周辺や研究学園都市エリアがホテル立地に適している。 
• 交通アクセスが良く、ビジネス客や研究者の利用が見込めるため、駅近辺や主要研

究施設周辺が推奨される。 
ホテルの賃料稼働率 

• 具体的な賃料や稼働率の数値は公開されていないが、首都圏近郊の研究都市として



ビジネス需要が安定しているため、稼働率は比較的良好と推測される。 
• インバウンド回復や国内出張需要の増加により、稼働率は今後も改善傾向にあると

見られる[3][4]。 
街並みや代表的な建物デザインの傾向 10 点 

1. 研究学園都市の近代的なオフィスビルが多い。 
2. 筑波大学周辺は学術的・機能的な建築物が目立つ。 
3. 住宅地は新興住宅地が多く、整然とした街並み。 
4. 商業施設はモダンでシンプルなデザインが多い。 
5. 公共施設や研究機関は先端技術を象徴する未来的なデザインが多い。 
6. つくば駅周辺は再開発が進み、複合施設が増加。 
7. 自然と調和した緑豊かな街づくりが意識されている。 
8. 一部に伝統的な日本建築の要素を取り入れた施設も存在。 
9. 農村地域は農業用施設や古民家風の建物が点在。 
10. 環境配慮型の建築やエコデザインの導入が進んでいる。 

 
以上がつくば市の概要です。詳細な統計や企業名リストは市の公式資料や産業振興レポー
トで確認可能ですが、ここでは一般的に知られている特徴を中心にまとめました。 
 
【Market REVIEW】新政権下で日銀の利上げペースはややスローダウン含み 

• 植田日銀総裁は 10 月末に行われた金融政策決定会合後の

会見で、1）経済・物価見通しが実現する確度が高まってきている、2）米国景気の
下振れリスクが従来想定に比べやや低下した、と評価した上で、利上げを判断する
材料として、春闘の初動モメンタムに注目していると述べました。年末から来年は
じめにかけて、労組・経営側の春闘方針がある程度明らかになることを念頭に置い
た発言とみられます。次回 12 月、もしくは、来年 1 月の金融政策会合で 0.25％の
利上げが決定される可能性が高いと考えられます｡短期金融市場（OIS）が織り込む
0.25％の利上げ（0.5％→0.75％）確率も、12 月会合が約 4 割、来年 1 月会合は 8 割
程度と、来年 1 月会合までの利上げを有力視しています。 



 


